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航
海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て
爬
竜
船
競
漕
を
行

う
港
川
ハ
ー
レ
ー
が
６
月　

日
、
港
川
漁
港
で
開
催
さ

１５

れ
ま
し
た
。
港
川
ハ
ー
レ
ー
は
、
漁
港
へ
と
流
れ
込
む

川
の
河
口
で
行
わ
れ
る
た
め
他
の
会
場
と
は
異
な
る
野

趣
あ
ふ
れ
る
レ
ー
ス
が
観
戦
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
漕
ぎ

手
、
舵
取
り
、
鐘
打
ち
が
声
を
合
わ
せ
て
力
強
く
漕
ぐ

姿
に
多
く
の
方
が
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
か
ら
は
、
港
川
青
年
会
主
催
に
よ
る
「
全

島
奉
納
角
力
大
会
」
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
の
強
者
揃

い
が
迫
力
あ
る
真
剣
勝
負
を
見
せ
ま
し
た
。
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　６月２９日、南部農林高等学校３年生草花
コースの生徒３名の皆さんより「美ら島沖縄
総体２０１０」で選手監督の歓迎装花用に使用し
てもらいたいと、サルビアとケイトウの苗６６０
本が八重瀬町高校総体実行委員会に贈呈され
ました。
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これから、善悪の判断がしっ
かりできること、周囲の人た
ちといろいろ関わることを頑
張ります。お父さん、お母さ
ん、地域や先生方、僕たちの
行動を見守り声かけをお願い
します。

神　里　祐　哉
新城小学校６年

車の免許をとる際は、絶対に飲酒運転をし
ないという気持ちで取ってください。交通事
故は一人一人の意識が変われば無くなる
はずです。最近では、いじめや虐待など残
酷な事件で中学生が関わっています。こう
いう事件が起こらないためにも一人一人
が考えより良い社会を作っていきましょう。

新　里　京　香
具志頭中学校３年

もし、親族や地域に間違った
行為をしている青少年を見つ
けたら、見て見ぬふりをしな
いで注意しましょう。家庭や
地域が一体となり、二度と悲
しい事故や事件が起こらない
ように努めていきましょう。

伊　元　友　里
南部工業高等学校２年

今後とも行政、自治会、学校、
老人会等地域のみなさまの暖
かい支援・協力を頂きながら
将来の八重瀬町を担う子供た
ちが健やかに育つよう頑張り
ます。

仲　本　一　弥
町PTA連合会会長

　

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１

０
」へ
、沖
縄
コ
カ
・コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社
の
宮
平
重
文

豊
見
城
営
業
所
長
は
７
月　
１５

日
、八
重
瀬
町
高
校
総
体
事
務

局
を
訪
れ
飲
料
水（
２
リ
ッ
ト

ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）３
０
０
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。宮
平
所
長
は

「
気
温
の
上
る
時
期
な
の
で
水

分
補
給
な
ど
大
会
本
番
に
向

け
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。比
屋
根
町
長

か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
、

高
校
総
体
関
係
者
の
た
め
に
準

備
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
支
援
が
大

会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
く
れ

ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

町
内
の
青
少
協
や
子
ど
も
会
、

青
年
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
や

警
察
な
ど
も
含
め　

団
体
が
７

４１

月　

日
、
具
志
頭
中
学
校
中
庭

１３
に
集
ま
り
、
町
民
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

八
重
瀬
町
か
ら
青
少
年
の
深
夜

は
い
か
い
や
交
通
事
故
を
な
く

し
、
心
豊
か
な
青
少
年
を
育
て

る
と
共
に
、
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
大
会
の
講
演
で

は
各
世
代
の
代
表
４
名
か
ら

各
々
の
立
場
・
視
点
か
ら
決
意

表
明
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
よ
り
良
い
育
成
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
、
新
地
勝
男

南
部
地
区
保
護
司
会
会
長
か
ら

大
会
宣
言
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
の
テ
ー
マ
が
書

か
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
街
頭
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

世代の代表から決意表明

写真左から小坂国慶応さん、照喜納有介さん、玻名城勝弥さん
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平
成　

年
度
八
重
瀬
町
平
和
事
業
「
平
和
コ
ン

２２

サ
ー
ト
・
届
け
、
平
和
の
声
」（
主
催：

八
重
瀬
町
教

育
委
員
会
、
共
催：

八
重
瀬
町
）
が
６
月　

日
、
沖

１９

縄
戦
激
戦
地
の
ひ
と
つ
具
志
頭
城
跡
公
園
で
開
催
さ

れ
町
民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
幕
開
け

は
字
新
城
の
子
ど
も
た
ち
「
す
み
な
し
会
」
に
よ
る

歌
三
線
で
は
じ
ま
り
、
町
出
身
の
声
楽
家
の
大
湾
朝

子
さ
ん
が
伸
び
や
か
な
歌
声
を
披
露
し
た
ほ
か
、
女

声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
リ
リ
ー
八
重
瀬
」
が
反
戦
の

思
い
を
込
め
歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
子
ど
も
会
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
具
志
堅
美
紀
さ
ん
（
糸

満
高
１
年
）
と
下
地
彩
さ
ん
（
具
志
頭
中
３
年
）
は

町
内
戦
争
体
験
者
の
話
や
平
和
の
詩
を
朗
読
。
金
城

美
咲
さ
ん
（
糸
満
高
１
年
）、
仲
座
瑞
葉
さ
ん
（
豊
見

城
高
１
年
）
の
２
人
が
司
会
を
勤
め
、
最
後
は
出
演

者
・
参
加
者
全
員
で
「
月
桃
」
を
合
唱
し
恒
久
平
和

を
誓
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
た
こ
の
日
、
青
空
の
下
海

を
バ
ッ
ク
に
歌
っ
た
歌
は
、
こ
の
地
で
２
度
と
戦
争

を
起
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
平
和
の
声
と
し
て
響

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
町
内
の
児
童
生

徒
が
折
っ
た
千
羽
鶴
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
世
代
へ
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
よ
う
と
八
重
瀬
町
慰
霊

祭
が
６
月　

日
、
具
志
頭
城

１９

址
で
執
り
行
わ
れ
、
約
１
０

０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
具

志
頭
城
址
の
魄
粋
の
塔
に
は
、

多
く
の
戦
没
者
が
祭
ら
れ
て

お
り
、
参
列
者
ら
は
、
平
和

を
願
い
戦
没
者
に
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。
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